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（右）授業アーカイブ型 e-learning システムによる受講中画面例 











































経営情報研究 第 21 巻第 2 号(2014 年 2 月)，1－13 ページ 










































































経営情報研究 第 21 巻第 2 号(2014 年 2 月)，1－13 ページ 
























テキスト化された音声データを「日本語形態素解析システム茶筌(ChaSen) version 2.1 [15]」
で品詞分解して固有名詞の頻出度を算出する（図６②）。最後に、図６①と図６②の結果を統合
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4.2 実装結果 
 本節では、4.1 節で述べた事後教育支援システムの流れに従って実装した例を示す。一連の
作業をシステム化するために、図７に示すような教育支援ツールを Microsoft Visual Studio2010
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